
日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商 報
時

9 月 12 日（火）

静岡地区支部
総会・講演会・懇親会
中島屋グランドホテルにて　参加 28 名

2023 年 10 月 24 日（火）
日本合板商業組合 2023 年度
第二回理事会並びに
第一回合板需給懇談会を開催します。
◦第二回理事会　　　　　14:00 ～ 14：45

◦第一回合板需給懇談会　15:00 ～ 16：45

会場　東京會舘　LEVEL XXI

総会は、原川誠地区支部長の挨拶に始まり、議案が
全会一致で承認されて終了しました。
つづく講演会は、作家・経済ジャーナリスト 渋谷和
宏氏を講師に招き、『2023 年日本経済の行方　輝く
組織・輝く人は』を演題にご講演いただきました。
懇親会は、榊原俊章副支部長による乾杯の発声に始
まり、SMB 建材㈱静岡営業所所長 神尾俊明氏の中締
をはさんで盛況のうちに閉会しました。

総会挨拶に立つ
原川誠地区支部長

総会挨拶に立つ
倉澤慶一地区支部長

総会挨拶に立つ
茅野与志樹地区支部長

講演会講師は
作家・経済

ジャーナリストの
渋谷和宏氏

講演会講師は
元キリンビール㈱

代表取締役副社長の
田村 潤氏

来賓挨拶を述べ
講師を務めた

小川明範副理事長

9 月 26 日（火）

長野地区支部
総会・講演会・懇親会
ホテルブエナビスタ松本にて　参加 15 名

9 月 27 日（水）

新潟地区支部
総会・講演会・懇親会
ANA クラウンプラザホテル新潟にて　参加 29 名

総会は、倉澤慶一地区支部長の挨拶に始まり、議案が全会一
致で承認されて終了しました。
つづく講演会は、田村潤氏（元キリンビール㈱代表取締役副
社長）を講師に招き、『理念と現場力による常識外れの大改
革（四国から全国制覇へ）～「キリンビール高知支社の奇跡」
に学ぶ逆転の法則』を演題にご講演いただきました。
懇親会は、大建工業㈱信越支店支店長 秦健次氏による乾杯
の発声に始まり、吉野石膏㈱長野営業所所長 田嶋雅広氏の
中締をはさんで盛況のうちに閉会しました。

総会は、茅野与志樹地区支部長の挨拶に始まり、議
案が全会一致で承認されて終了しました。
つづく講演会は、ジャパン建材㈱代表取締役社長執
行役員 小川明範氏を講師に『2023 年 今後の業界展望』
を演題にご講演いただきました。
懇親会は、齋藤太佳裕副支部長による乾杯の発声に
始まり、吉野石膏㈱新潟支店支店長 松下 仁氏の中締
をはさんで盛況のうちに閉会しました。

日本合板商業組合各支部で 2023 年度 総会が開催されました

2023 年度 定期 日合商 WEB セミナー
講　師　清水英雄事務所㈱　代表取締役　清水大悟氏
第３回　11 月 21 日（火）開催日変更
テーマ　『国策まるごと解説！押さえておきたい重要ポイント』
第４回　2024 年 2 月 8 日（木）開催予定
テーマ　『2024 年の住生活産業界の展望』

2023 年度 特別 日合商 WEB セミナー
第１回　12 月 14 日（木）開催予定
講　師　㈱吉田労務コンサルティング
　　　　特定社会保険労務士　大西綾子氏
テーマ　『有効な人材確保策、定着率向上の方策』（仮題）日程 支部・地区支部 会場

11月 17 日（金） 新潟 ANAクラウンプラザホテル新潟

合法木材認定講習会 11 月スケジュール

No. 7702023 年

10月
Japan  Plywood  Wholesalers  Association 　e-mail：jpwa@oboe.ocn.ne.jp

https://www.nichigosho.net/発行所：日本合板商業組合　〒 101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-5-4　TEL 03（5256）9080

お申し込みは
日合商 HP より
10月25日（水）

開設予定

お申し込みに
ついては

準備中

日合商HP



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,950
4,260
5,000
3,100
2,120
2,100

9 月 13 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,950
4,260
5,000
3,100
2,100
2,100

9 月 20 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
-20
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,950
4,260
5,000
3,100
2,100
2,100

9 月 27 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,950
4,260
5,000
3,100
2,100
2,100

10 月 4 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,950
4,260
5,000
3,100
2,100
2,100

10 月 11 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比
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東京の合板卸売り価格

合板需給検討委員会
2023 年 9 月 8 日の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合に

よる「2023 年度第一回合板需給検討委員会」を林野庁木材利用課ご

出席のもと、合板会館（日合商会議室）において開催。木材行政推

進のための情報として林野庁に提供した合板の短期需給見通しの検

討結果です。

　国産合板の需要

1. 令和 5 年第 2 四半期の実績について　　今回（618 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）需要側は当用買いが続いているものの、合板メーカーの生

産調整が継続されたことにより、出荷量は生産量を多少上回る結果となる。なお、前年はロシアの
ウクライナ侵攻による原料不足等に起因する品不足、価格高騰の影響により、需要が大きく伸びた
ことから前年同期比では 79.5％と大きく下回る結果となる。
2. 令和 5 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（650 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）価格の安定により底値感が出たことから、市場の雰囲気
は上向くものの、当用買いは継続されている。直近（4 月～ 6 月）の木造戸建住宅の着工は前年同
期比 94.7％で推移し、また当用買いも継続されていることから、着工推移を若干下回る前年同期比
93％と見込む。
3. 令和 5 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（650 千㎥）

（見通し作成の根拠）需給バランスを保つため、合板メーカーの生産調整は 1 年を経過。現在も需要
に見合った生産を継続するが、生産が止まっていた工場の生産再開により供給量は増加。一方、需
要は木造戸建住宅の着工減や、建築床面積の縮小等の要因により需要回復まで至らないと推測。但し、
第一四半期に比べ、第 2 四半期以降は多少出荷が上向いていることから、前期同水準の出荷量とな
る見通し

（前年同期との差異について）結果、前年同期比 100.3％の見通し
4. 令和 6 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（680 千㎥）

（見通し作成の根拠）合板需要に影響を与える木造戸建住宅の着工数の回復は現時点では不透明なも
のの、プレカット工場の受注は回復傾向との情報もあり、非住宅物件含め新設住宅着工戸数増加に
期待したいところ。なお、前年同期は価格の先安感が漂いだし、需要側は当用買いを徹底し始めた
時期でもあるが、今期は価格の先安感は払拭されている。供給は 700 千㎥の見通しではあるが、木
造戸建住宅の着工数が不透明なことから、需要側は前期比微増の 680 千㎥の見通し。

（前年同期との差異について）結果、前年同期比 118.5％の見通し

　輸入合板の需要

1. 令和 5 年第 2 四半期の実績について　　今回（462 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）実需が見えにくく、また為替の円安の影響も受け、供給量

は過去に例を見ない程低水準で推移。その結果、港頭在庫は確実に減少し、品薄アイテムも散見さ
れるが、実需の乏しさにより大きな混乱はない状況。なお、前年同期は普通合板の荷動きは鈍化傾
向にあったものの、国内針葉樹合板の代替えで構造用合板等の引き合いが増えたこともあり、今期
の結果は供給量とほぼ見合いの前年同期比 64％と前年を大きく下回る結果となる。
2. 令和 5 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（500 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）為替の円安、現地価格の上昇等を受け、価格は上昇基調
に向かう。
但し、実需の乏しさや、職人不足による物件の着工の遅れ、資材高騰による着工の延期等により、
先行き不透明感は拭えない状況。
よって、供給側の見込み数量は上回るものの、前年同期比 74.8％と見込む。
3. 令和 5 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（520 千㎥）

（見通し作成の根拠）供給量は歴史的低水準で推移し欠品商品も散見され、また円安の影響等もあり
価格は引き締まり、需給バランスは整いつつある。然しながら需要側は先行き不透明感から大きく
仕入れることはなく、必要な商品の手当て等限定的な動きと思われる。ただし、第二四半期以降多
少物件が動き始めていることから、前年同期は下回るものの、前期を多少上回る出荷量となる見通し。

（前年同期との差異について）結果、前年同期比 95.2％の見通し
4. 令和 6 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（520 千㎥）

（見通し作成の根拠）実需の乏しさや円安の影響もあり、供給量の大幅な増加は見込めない状況。先
行き物件も職人不足等の影響で着工遅れ等の心配は有るものの、前年同期より多少は動きが出てく
ると推測。供給は前年同期比 104.4％の見通しであるが、物件の着工状況等、懸案事項もあること
から、前期と同水準の 520 千㎥の見通し。

（前年同期との差異について）結果、前年同期比 103.8％の見通し

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2023(R5)4-6
前回予測 (1,110) (630) (480) (1,100) (600) (500) (1,053.261) (153.846) (899.415)

実績 1,055.338 611.881 443.457 1,080.552 618.179 462.373 1,018.047 117.548 900.499

7-9
前回予測 (1,240) (700) (540) (1,200) (650) (550) (1,093.261) (203.846) (889.415)

見込み 1,136.000 660.000 476.000 1,150.000 650.000 500.000 1,004.047 127.548 876.499

10-12
前回予測 (1,280) (700) (580) (1,200) (650) (550) 1,173.261 253.846 919.415

見通し 1,190.000 680.000 510.000 1,170.000 650.000 520.000 1,024.047 157.548 866.499
計 4,442.312 2,528.968 1,913.344 4,475.360 2,492.210 1,983.150

2024(R6)1-3 見通し 1,205.000 700.000 505.000 1,200.000 680.000 520.000 1,029.047 177.548 851.499
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概　要
　2023 年 7 月の新設住宅着工戸数は 68,151 戸（前年同月比 6.7％減）で 2 カ月

連続の減少となった。その内、木造住宅は 40,136 戸（前年同月比 3.9％減）で

16 カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 77.8 万戸で前月比 4.1％減、

2 カ月連続の減少となる。

　利用関係別では持家が 20,689 戸（前年同月比 7.8％減）で 20 カ月連続の減

少、貸家は 30,170 戸（同比 1.6％増）で先月の減少から再びの増加、分譲住宅は

16,979 戸（同比 17.6％減）で 2 カ月連続の減少となった。分譲の内訳はマンショ

ンが 5,797 戸（同比 28.0％減）で 3 カ月ぶりの減少、戸建ては 11,066 戸（同比

11.2％減）と 9 カ月連続の減少となった。貸家は増加したが、持家及び分譲住宅

が減少したため、全体で前年同月比 6.7％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　7 月の国内合板生産量 21.8 万㎥（前月比 99.9％、前年同月比 82.1％）と発表

された。その内、針葉樹合板の生産量は 21.4 万㎥（同比 99.9％、82.8％）となり、

出荷量は 21.9 万㎥（同比 102.3％、87.3％）で在庫量は 16.3 万㎥となった。

　輸入合板の 7 月度入荷量は 15.0 万㎥（前月比 105.1％、前年同月比 62.1％）となっ

た。国別入荷量は、マレーシアが 3.9 万㎥、インドネシアが 5.1 万㎥、中国が 3.7

万㎥となっている。

　2023 年入荷量累計では、マレーシアが前年比 53.2％、インドネシアが 63.1％

とかなり入荷が少ない状況になっている。

今後の見通し
　輸入合板に関しては、7 月は入荷量 15.0 万㎥（前年同月比 62.1％、1 月～ 7 月

累計 66.3％）と近年にないほど少なく、大方の予想以上に減少している。今後は

雨季入りによる原木問題などから、急激な生産増は見込めない状況である。港頭

在庫も極めて低水準であることから、アイテムによっては欠品状態が起きると推

測され、先行き仕事が見えている分は早め早めに手配することが肝要と考える。

　国内針葉樹合板市況は、各メーカーの減産により生産量が抑制される中、出荷

は堅調に推移したお陰で在庫量が 16.3 万㎥まで削減された。価格も落ち着いた相

場感になっており、減産を含めた生産調整を継続する事で、販売価格は安定する

と思われる。

合
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2023（令和 5）年 10 月～ 12 月期見通し
需要動向予測調査（抜粋）

「前回調査からマイナスポイントが縮小する見通し」

詳しい内容は
こちらから

J K情報センター

販売店様による景気動向の推移 過去 2 年間の仕事量の見通しを
ポイントで表したグラフ。

販売店様による需要予測

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの割合を
算出しました。
単位は「％」となります。

全国　回答数 2,814



  2023 年　10 月 日 合 商 時 報4

日合商ホームページ

トピックスより抜粋
日合商 HP

トピックスへは
こちらから

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 3 社

2023 年
9 月25日

現　在

北海道	 -0025- ④	 ㈲大沼ベニヤ商会	 代表取締役	 大沼 大
北関東	 -0077- ①	 ㈲山喜木材	 代表取締役	 山嵜 喜一郎
東京・新潟	 -0117- ⑤	 青山建販㈱	 代表取締役	 青山 美土里

2023.09.15
林野庁「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート」9 月号の公表
9 月号では、令和 6 年度林野庁予算概算要求の概要や 8 月に行われた第 7 回「山の日」
全国大会について特集しています。

9 月に実施した日合商支部活動
ご存知ですか ?

「組合員・会員様限定コンテンツ」活用法

日合商組合員・会員様限定で、本誌「日合商時報」（年 10 回発行）のほか、

メールマガジンで新たな国の施策・法案や、最新の業界情報などをお届け

しています。

またこれらの情報は、日合商ホームページの「組合員・会員限定コンテンツ」

からも閲覧できます。激変するビジネス環境を知り、日々のビジネスに役

立てていただくための情報源をご活用ください。

【組合員・会員限定コンテンツ】

◆日合商解説
国が新たに施行した施策・法律をわかりやすく解説。難しい法案なども大事な要点

をまとめて解説しています。

テーマ例：空き家の状況について／ 2024 年から「森林税」スタート／国土形成計画・

国土利用計画について／住宅取得促進施策の動きから見る市場予測

◆日合商通信
住宅・建築業界の最新ニュースを月に 2 回配信。業界で注目のニュース、知ってお

くべき情報などがいち早く入手できます。

テーマ例：建築物の性能表示強化／ BIM とのデータ連携が加速、建設 DX に弾み／

国土交通省、子育て世帯の住宅取得支援を強化

◆メールマガジン配信をご希望の方は
【組合員・会員限定コンテンツ】の中にある、メールマガジン新規申込みページに

必要事項を入力してお手続きください！

〈メールマガジン配信の新規申込み手順〉

ID［nichigosho］・パスワード［reiwa05」を入れてログイン
⬇

「組合員・会員コンテンツ」の「メールマガジン」をクリック
⬇

「メールマガジン新規申込のページ」で必要事項を記入・送信
⬇

お手続き完了

東関東支部　研修視察　9 月 22 日（金）～ 23 日（土）
1 日目は、老舗和菓子店 金沢森八店女将 中宮紀伊子氏の経験に基づく『和議
申請から断行した社内改革からの経営立て直し』をお話しいただき、2 日目は、
金沢市内観光で歴史
的景観を堪能して親
睦を深めました。

北海道支部　研修視察　9 月 28 日（木）～ 29 日（金）
紋別バイオマス工場・紋別森林事務所を見学し、国産材活用の現状を学びま
した。視察後に
は懇親会も開催
し親睦を深めま
した。

組合員・会員専用ページへはこちらから▶


